「Yadokari-XG 2009」について（保存用）

（2ページ目の利用申請書のみを提出してください）
• ユーザー登録は研究室等のグループ毎に本申請書の提出により行います．

• 不具合，質問などの受付（掲示板利用）はユーザー登録者に限定されます．
 利用希望者全員を記入して下さい．
• 教育目的用等の場合は，別途相談してください．
• ２ページ目以降（提出用WORD形式）に記入後，プロジェクトまでE-mail 
（ekwon{at}m.tohoku.ac.jp）して下さい．
Yadokari-2009 ライセンス条項 (2009/7/13)

1. Yadokari-XG 2009の利用申請は研究室等のグループ単位で行い，代表者に本ソフトの管理と使用者の管理・報告の責任があります．利用申請書に記載のないユーザーへのID/パスワードの提示および再配布を禁止します．

2. Yadokari-XG 2009は無償配布されるソフトウェアですが，著作権，著作隣接権は放棄しておりません．再配布の際には予め当プロジェクトの書面による承諾を得る必要があります．

3. 営利団体，非営利団体にかかわらず利用していただくことができますが，Yadokari-XG 2009 自体から利益を得る活動を禁止します．(*1)
4. Yadokari-XG 2009 の動作に関して，誤動作，データの消失などについて当プロジェクトは一切の責任を負いません．使用者は適切なバックアップやデータの確認などを使用者の責任において行う必要があります．
5. 利用申請代表者には年度末に成果・実績報告書を提出していただきます．(*2)
（注意：本ソフトウェアだけでは構造解析を行うことはできません．SHELX など関連ソフトウェアにはそれぞれ固有のライセンス条項があり，本ソフトウェアの利用申請とは別に使用ライセンスを取得する必要があります．）
*1：有償で再配布を行う・有償で講習会を行う・有償でYadokari-XG 2009を用いた構造解析を請け負うなどの行為.
*2：団体名, 使用用度、ユーザーの人数,セミナー等で使った場合はその人数などの簡単な内容.

　参考文献（随時補充）
「Yadokari-XG 2009」利用申請書（提出用）
申込月日：　　　　年　　月　　日
・申請にあたり申請代表者は前ページ Yadokari-XG 2009ライセンス条項に同意し，同時申請する各ユーザーに対しては当ライセンスを遵守するよう指導•管理することに同意します（同意の場合のみ申請手続きを行ってください）．
申請代表者:（大学教員・正規職員が望ましい）
	所属：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	氏名：　　　　　　　　　　　身分：　　　　　　　　

	E-mail：　　　　　　　　　　　　　

	TEL:　　　　　　　　　　　FAX: 　　　　　　　　　　　　　

	・アンケートなどにご協力ください（該当の場合、チェックを入れてください）
1)□ソフトの概要などを紹介した「Yadoakri-XG 2009の公開」(日本結晶学会誌,51, 218- 222, 2009) のpdfファイル送付を希望する。
2)□「SHELXL-93」マニュアル（日本語版,1995年発行,植草秀裕先生.東工大）を再発行した場合、購入を希望する。
3)ソフト・マニュアルなどへの要望事項、講習会・講演会開催などの希望事項



	所属長の氏名（研究室の教授等またはそれに相当する統括責任者、記入任意）

氏名：　　　　　　　　　　　身分：　　　　　　
*所属長には「将来の本プロジェクト継続」支援にご協力をお願いする場合があります。


ユーザー情報 ：（申請代表者は記入不要）
E-mailアドレスは「掲示板」への書込み希望の場合は必須事項です。その他は未記入でも

かまいません。記入欄が不足する場合には、欄を適宜コピー・ペーストしてご記入ください。
	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:

	氏名：　　　　　　(身分：         )  Email:


